
 

 

 

 

 

 

 

 

 

2009年5月23日 

学 校 長 様 

所 属 長 様 

学校図書館関係教職員様 

社団法人 日 本 図 書 館 協 会 

理事長 塩 見  昇 

日本図書館協会・学校図書館部会 

部会長 高橋 恵美子 

 

時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 

さて、日本図書館協会・学校図書館部会では第３８回夏季研究集会(東京大会)を別記要項

により開催いたします。 

つきましてはご多用の折とは存じますが、貴職下職員の参加につきまして、特段のご高配

を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。 

 

記 
 

開催日：２００９年８月７日(金)～８日(土) 

 

会 場：法政大学 市ヶ谷キャンパス（外濠校舎 S-406教室） 

〒１０２‐８１６０ 

東京都千代田区富士見２‐１７‐１ 

tel.０３‐３２６４‐９２４０ 

 

主 催：社団法人 日本図書館協会 

 

後 援：東京都教育委員会（申請中） 千代田区教育委員会（申請中） 

 

 

 

 

 

 

日本図書館協会学校図書館部会 

第 38 回夏季研究集会東京大会のご案内 

《大会事務局》   

神奈川県立大清水高校 図書館  

所在地：251-0002 神奈川県藤沢市大鋸1450  

連絡先：0466-82-8573（図書館直通）0466-82-8111（学校代表） 

事務局長 甫仮 久美子 



 

     日本図書館協会 学校図書館部会 

第 38 回夏季研究集会東京大会開催要項 

 

１.  主題 「学校図書館員の専門性を探る Part２」 

２．趣旨  

 学校図書館が図書館である意味とは、図書館サービスや資料提供・情報提供を行うことで、学校教育をより豊

かに、子どもたちの主体的な学びを実現する可能性を含んでいることにあると思われます。そのなかで学校図書

館員が果たす専門性とは何かを探ることが、昨年の夏季研究集会のテーマでした。 

 今年もまた同じテーマを掲げました。外国の例、公共図書館との関わり、積極的に授業にかかわっていく実践

などから、学校図書館員の専門性を探る試みをさらに深めていきましょう。 

 

３．日程 

第1日 ８月７日（金） 会場：法政大学 
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第２日 ８月９日（土） 会場：法政大学 
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※報告集での個人情報の掲載に関して  夏季研究集会終了後に発行される報告集に、個人名、所属、発言などが掲

載されることがありますので、ご了承ください。また、報告集には、参加者の都道府県名・氏名・所属を記載した参加者名簿を掲

載する予定です。これらにつき、不掲載を希望される場合は、お手数ですが大会事務局までご連絡ください。 

 



４．内容 

（１）「学校図書館をめぐる状況」報告 

 文部科学省の動向、部会の取り組み等 

 

（２）講演 「米国の新しい学校図書館基準と Know It All 」 

                     龍谷大学准教授 柳 勝文 氏 

 新しく出た米国の学校図書館に関する基準とガイドラインを紹介したい。児童・生徒の生涯を具体的に想定し

ようとする長期的展望は、日本の学校現場にも参考になるだろう。また、具体的で詳細な手法は、知識やスキル

として習得されるだけでなく児童生徒が行動して試行錯誤するところまで視野に入れた実践的なもので、日本で

も応用できるだろう。 

 また、昨年に引き続き、米国の学習モデルを示したKnow It Allの一部を試映する。 

 （講師紹介） 

   司書教諭養成科目を大学等で担当。『インフォメーション・パワー： 学習のためのパートナーシッ 

   プの構築』（同志社大学、2000）を共訳。 

 

 

（３）報告「子どもの育ちや学びをともに考え、ともに支えて」 

                奈良県香芝市民図書館長・ 

                元大阪府豊中市立岡町図書館長 谷垣笑子 氏 

                大阪府豊中市立庄内小学校司書 内川育子 氏 
 1990年代、大阪府内では豊中市を含めいくつかの自治体で、「わがまちの学校図書館づくり」が始まりました。

子どもたちの豊かな育ちを願う市民の力が議会や行政を動かし、ようやく学校司書が配置され、公共図書館の支

援と連携がスタートしました。 

 豊中市でのこれまでの経過と実践の中で、学んだこと、考えたこと、悩んだこと、そしてその成果について報

告し、学校図書館について一緒に考えていきたいと思います。 

 

 

（４）実践報告「情報リテラシー教育の実践報告 

              ～中原小の子どもたちの情報活用能力を育てる～」 

                  三鷹市立羽沢小学校司書 金澤磨樹子 氏 

                  三鷹市立中原小学校教諭 松島真奈美 氏 
 松島真奈美司書教諭と金澤磨樹子司書の協働について語る。「読書にかかわる指導」だけでは本来の図書館の機

能が半分しか活用されない。学級担任との連携を深めて「図書館活用指導」をさらに充実させたいとの願いから

今回の実践がなされた。 

 

 

（５）実践報告「図書館を使える大人へ～高校図書館の利用教育～」 

                東京都立国分寺高等学校司書 宅間由美子 氏 
 小中学校の図書館が開かれてくる中、その流れを受けて自ら学ぶ力を養い、その先大学生・社会人としての学

びにつなげる高校図書館の利用教育とは、どんなものだろうか？3 年間を通しての授業との連携・広報を使った

利用教育などの実践から今後の課題まで考えたい。 

 

 

（６）研究討議 

 



５．参加費・参加お申込みのご案内（払込用紙記入の注意） 

 ゆうちょ銀行発行の「振替払込請求書兼受領証」をもって申込受付とします。「払込取扱票」の通信欄に必要

事項をご記入の上、下記口座に払い込んで下さい。なお、「振替払込請求票兼受領証」は大会当日にご持参下さい。

「領収書」は大会当日お渡しします。 

 口座番号： ００２６０‐０‐１１５７１９ 

 加入者名： 松本美智子 

 全日参加 記号 １日参加 記号 

会 員 2,500 円（報告集代・送料含む） Ａ 2,000 円（報告集代・送料含む） Ｂ 

非会員 3,500 円（報告集代・送料含む） Ｃ 3,000 円（報告集代・送料含む） Ｄ 

学 生 1,000 円（報告集代含まず）(1日参加も同額です) Ｅ 

報告集のみ購入希望（送料含む）1,000 円 Ｆ 

交流会 参加費3,000 円 Ｇ 

※払込取扱票通信欄の該当する記号に○印をつけて、合計金額を振り込んで下さい。 

例…日本図書館協会会員で全日参加、交流会に参加する場合、AとGに○印をつけ、5,500円を振り込む。 

※住所は、報告集送付先を兼ねます。自宅か所属かが分かるように記入し、所属の場合はその名称・部署等もご

記入下さい（その宛先にそのまま送って届くようにご記入下さい） 

 申込締切日……２００９年 7 月１５日（水） 

 申込と会計上のお問合せ、および申込締切日以後の参加希望のお問合せは、下記までお願いいたしま

す。 

 

 

 

 

 

 

◎宿泊について……今回は宿泊先の斡旋はいたしません。 

◎食事について……会場の法政大学は夏季休業中ですが、学生食堂等は部分営業しております。付 

  近にコンビニエンスストアもございます。お弁当等をご持参の場合は、会場の教室内で飲食可能です。 
 

 

神奈川県立住吉高等学校図書館  松本美智子 
住所 211-0021 神奈川県川崎市中原区木月住吉町34-1 

電話 図書館直通044-433-8541  学校代表044-433-8555  ＦＡＸ044-433-8760 

  ※お問い合わせは、9:00～17:00の間にお願いします。 

 



 

【JR線】   ●総武線：市ヶ谷駅または飯田橋駅下車徒歩10分 

【地下鉄線】  ●都営新宿線：市ヶ谷駅下車徒歩10分 

●東京メトロ有楽町線、南北線：市ヶ谷駅または飯田橋駅下車徒歩10分 

●東京メトロ東西線：飯田橋駅下車徒歩10分 

●都営大江戸線：飯田橋駅下車徒歩10分 

 


